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～温泉とは～ 

温泉とは「           」である。 
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～温泉とは～ 

 
○温泉の泉質は 
・水の性質 
・地下の温度 
・水が通ってくる地質構造 
・過去の地殻変動   等 
によって左右される。 
 
○温泉は、過去に降った天水
（雨）が数年～数百年の時を経
てわき出る「大地の恵み」 

 
○有馬温泉などは、50万年前の
プレート層からわき出る水とい
われている。 



温泉地をめぐる現状 

（軒数） （百万人） 

 
○温泉旅館等の数や宿泊者数はともに減
少傾向 

・年度延べ宿泊利用人員：１億4,300万人（H４) 
               ↓ 
            １億3,200万人
（H28 ) 

・宿泊施設数：      15,714施設（H７) 
               ↓ 
             13,108施設（H28 ) 
※旅館施設数自体は、平成元年の約８万軒から約４万軒まで半
減。ホテルは微増（約1万軒） 

 

○一方で温泉利用者数は横ばい               
※入湯税収が220億円程度で推移 

 ※温泉利用浴場数は約7,800カ所程度で推移 
 

 
○特に旅館は稼働率が減少傾向 

種類別稼働率 

環境省 温泉利用状況者数調査 

観光庁 宿泊統計調査（H27) 
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温泉地をめぐる現状 

 
○ゴールデン・ルート、北海道、沖縄、
３大都市圏以外の稼働率が低い 

 
○重要なことは、多くの人が地域を訪れ、
宿泊をすること。 

 
 
 
・ 

観光庁 宿泊統計調査（H27) 

※ 国内宿泊旅行の場合の平均単価：        
約48,000円 

   国内日帰り旅行の平均単価：                  
約15,000円 

（観光庁2013年観光・旅行消費動向調査より） 

5 



6 

外国人の来訪温泉地 

環境省調べ 
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登別・洞爺湖（北海道）

定山渓（北海道）

蔵王（山形県）

富士・河口湖（山梨県）

箱根・強羅・仙石原（神奈川県）

飛騨高山（岐阜県）

下呂（岐阜県）

嵐山（京都府）

有馬（兵庫県）

城崎（兵庫県）

黒川（熊本県）

別府（大分県）

由布院（大分県）

その他
※中、韓、台、米（５０人ずつ）、香港、タイ、豪、仏（３０人
ずつ）を対象。※２０１６年調べ 



温泉地をめぐる現状 

 
○宿泊は重要だが、それでは単なる「宿泊施
設」の魅力であり、これまでのツーリズムと
変わらない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○温泉街に「にぎわい」があり、多様なかた
ちの「にぎわい」を楽しむことが旅行者から
求められている 

 
 
 
・ 
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 順位 S62 H5 H27 

1 和倉 古牧 草津 
2 雲仙 和倉 由布院 
3 指宿 山代 下呂 
4 登別 道後 別府 
5 玉造 雲仙 有馬 
6 別府 秋保 登別 
7 温海 鬼怒川･川治 黒川 
8 山代 指宿 指宿 
9 三朝 上ノ山 道後 

10 鬼怒川 下呂 城崎 

人気温泉地の変遷 

観光経済新聞社 にっぽんの温泉１００選より 



環境省のめざす方向 
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●国立公園満喫プロジェクト 
 →湯治文化、廃屋の撤去、ロングトレ

イルの整備、上質な空間の提供、ＯＮＳ
ＥＮ・ガストロノミーツーリズムの推進 
 

●温泉熱を活かしたまちづくりへ
の支援 
 
●国民保養温泉地の新規の指定 
 

魅力ある温泉地づくり 

＜産・官・民のネットワークづくり＞ 
●全国温泉地サミットの開催 
 
＜先進的モデル事業の推進＞ 
●クアオルトなど「健康づくりと温泉」
をテーマにした活動 
●上田市・理学療法士協会との協定 
●「（一社）ＯＮＳＥＮ・ガストロノ
ミーツーリズム」への協力 

温泉地に観光客が訪れる仕組みづくり 

   温泉と自然･文化等の体感の機会を増やすことを通じて国民の保健休養に資すると
ともに、多くの人が訪れ長く滞在する温泉地づくりを実現することが目的 
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温泉地のにぎわいの創出～健康づくりと温泉～ 

 
○温泉の効能は「環境省の通知」が国の
基準 

 
○効能を活かすには、温泉に入る・飲む
だけではなく、「転地療養」という考え
が重要 

 
○元来、湯治は「７日で１巡り」といわ
れていた。 

 
○温泉は古くは奈良時代から「健康づく
りの場」としてあがめられていた。 

 
 
・ 

山中温泉の風景 

鶴の湯温泉 



  「妙高型健康保養地プログラム」の推進 
 ★「国立公園の豊かな自然」と「豊富な温泉」を活用したプログラム 

妙高型 
健康保養地プログラム 気候療法 温泉療法 

気候療法ウォーキング 
 気圧が低く、運動強度が上がる 
 準高地でのウォーキング 

温泉プールでの水中運動 
温泉の効能に加え、水中運動と組み合わせて 

実施することで効果アップ 

●対象者の状況や
ニーズに応じたプロ
グラムの確立と指導
者の育成・確保 

直径18.6m・水
深1.1mの専用
プールを完備。
通年で温泉療法
プログラムの実
施が可能 

●宿泊施設などの民間事業者が主体となっ 
 たヘルスツーリズムの受入体制の構築 

★プログラムの一層の推進に向けて 

●拠点施設の整備｢妙高高原体育館｣ H29年4月オープン 

妙高市資料
より 
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温泉地のにぎわいの創出～健康づくりと温泉～ 

竹田市資料
より 



○現代型湯治といわれるものは、単に休
むだけでない。 
 
○アクティビティを取り入れたり、その
温泉地を拠点として遠方にいくこともあ
り、滞在するための広域のコンテンツが
求められる。 
 
○温泉地での健康づくりは、ツーリズム
のみならず「市民の健康づくり」などの
効果があり、医療費削減の可能性もある。 
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温泉地のにぎわいの創出～健康づくりと温泉～ 

鹿教湯温泉（長野県上田市）における「ものわ
すれドック」による温泉地での健康づくり例。 
地域の病院と旅館がタッグを組むことで、高付
加価値のコンテンツを提供し、宿泊につなげる。 
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～温泉街のなりたち～ 

○古くからの温泉街には「温泉神社」、
「温泉寺」が存在している。 

 
○参詣をしてから、温泉に入浴するとい
うことが伝統 

 
○温泉は、共同浴場を中心とする外湯に
入りにいくことが中心。 

 
○結果的に、街に人が歩いている状態が
うまれた。 

 
○しかし、こういった姿は高度成長経済
期に失われてしまった。 

 
伊香保温泉（伊香保温泉協会）中心に薬師堂が
描かれている。 
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～温泉街のにぎわいによる好循環 城崎温泉～ 

「駅が玄関、通りが廊下、旅館が客室、
外湯が大浴場、商店が売店 

 
 城崎に住む者は、皆同じ旅館の従業員
である」 

 
 
お客様を囲まない、小さな商店にも商売
が成り立ち、街並みが残る。 

 
街をそぞろ歩きする人たちが、地元の人
と一緒に賑わいを生む。 
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～温泉街のにぎわいによる好循環 ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーツーリズム～ 
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～まとめ 温泉地のにぎわいを目指して～ 

酸ヶ湯温泉 千人風呂 

 
○古代から、温泉には動物が集まり、
人が集まり、そして輪ができた。 

 
○温泉地を楽しむのも「人」であり、
楽しんでもらおうとするのも
「人」 

 
○「人」と「人」のふれあいの架け
橋に、地元の人を育てた「食」
「歴史」「自然・気候」を通じ、
また人が集まり癒やされる場であ
る温泉に入る。 

 
・ 


